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新産兄生理 的黄疸 に關す る知見補遣

i

　　　　 筒
t

井 　　正 　 司

名古屋大學醫學部産嬬人科敏室（圭 任　吉川数授）

淋 戸 市 立 須 磨 病 院 （院 長　中野 理 博 士）

　　　　　　　　　第 1 編 　　　 ，

　　　　　　　第 1章 緒 言
’
． ．こ

　新産兇黄疸 は大多數の，薪産見に 出現 す る こ と よ
・

b ， 兒 が子宮 内生活 よ り子 宮外生活 に移行 せ んと

す る過渡期 に起 る生瓊的現 象 ， 換言サれば此 の期

に 於け る兒（p身體諸器官は 形態的竝 に機能的に急

激 な る變化 を營み ， 以 て芋宮外 生活 の環境 に 邇合

せ んと努力 しつ 〜 ある所to　一つ の 生理 的過程に外

な らす と思考せ らる t 而 して從來其 の發生機轉に

鬮 して は諸諱續 出 して 今 日徇瞬 する所 を識 らミる

は識 者の齊 し く之 を認む る所 な り．

　近 時内科方面 に 於 け る 黄痺研究の 著 しき進歩

　

　　　　　　　　 ，　　　　　
’

は ， 絡 に共 の發生機轉 に關 し一一ra生 面を拓 くに 至

れ ・り‘　
．
　　　　

’
．　

』
　 ．

t

　 俵つ て余は之 を新産兒黄疸 に適 用 し， 從來極 め

　て複雑不鮮明 た りし本症の本 態の
一端 にて も覗知

し鴛翠や と本實験を計書實施せ り．聊か知見 を得

た ・りとイ言ず るを以 て 蝕 に そ（ 丿或績 を發表 レ諸賢の

獅批判 を仰がんとす．　　，

　　　
1’
第 2章 生理的黄疸 の臨牀的觀察

・ゴ
本症の 臨牀的觀察は 今 日迄諸 家電こよ

一
り詳細に報

告 さμ し所な
．り

と嬲 ・ 共 の成績必 すし も一致を

見す ， 共 め見解甚 しき逕庭の 存す る理 由は， 主 と

　して Ibrahimi）
，
　Reussm

， 藤森
3＞等の 所論 の如く，

　 　 　
、
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本症 の研 究に際 し 色調 に野 して胴異なれ る感受性

を有 す る觀察者 が 各 自隨意 に被檢 兒め黄疸度を分

類せ る に基 くに依 る．

　 余 は研究材料 と して 最近 本院 に於て 娩出せ られ

た る新窟兒 157例 を選 び， 諸家の觀察に從 い
一般

鰤牀的觀察を實施せ り． 黄疸度の觀察は毎朝沐浴

時 （午前 8 時 〜 9 蒔）に實施 す．

　　　
1

　 ， 第 1 節　黄織分類法

　 觀察者 自身 の主觀 を以 て 皮膚或は粘膜 の 黄染 歌

態 を肉瞑 約に觀察 す る もの な れば ， 色調 の 濃淡，

出現 部位乃至範圍に 依 り種 々 の 差異 ある は 勿論 な
’

り． 而 して Hilgenberg　o
，
　Kehrers）

，
　 YlpPδ6）

，

中村
7）

， 藤森 ， Porak　8）
， 秋 山等各 自相異な れ る分

類法 を用 い

ゴ
しが ， 余は Porak， 秋山等の法 を比 較

的穩常 に して 合理 的 と考 え採用 せ り． 帥 ち顏面 ，

「
胸部 の輕度の 黄染 を第 1 嵐 　腹部 よ り四肢に 及 ．9r

を第 2 度 ， 手足 に及ぶ を第 3度 と せ り．

　　　　　　 第 2 節　黄疸出現頻度

　 黄疸blllA頻度 に 於 け る 余 の成績は第 1 表の 如

し，性 別 と頻度 と の 關係 は第 2 表の 如 し， 性別 と

黄疸度 と の 關係は 第 3表 の 如 し．

第 1 表 　薪産見黄疸頻度
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第 3 表 黄 疸 度 と 性 別 と の 開係

　 ・丶　黄 疸度 9
　　

丶
＼ 、 　 第 1 度

性　別　
’
＼ 、

第　 2　度

男　 （％ ）

女　 （％）
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．3

第　 3　 度

第 4 表 黄疸度 と 分娩囘數 との 關傳
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d
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第 5 表　黄 疸度 と 出現時期との 關係

＼
＼

黄螢
第 、 度

　日　　
’”’

丶
第　 2　 度　第　 3　度

第 1 日 （％ 〉

第 2 日 （％ ）

第 3 日 （％ ）

，第・4 日 （％ ）

第 5H （％ ）

　 　 　
E
　　 50．039．445

．6　ド 47．o

♂ら．8 　　　　， 41．2

87，5　　　　　12．5

87．5　　　　　　　12．5

13，7

　 7．0
・

／

　 ／

　 ／

　黄疸出現 頻度 と 分娩囘 數 との 關係 は， 初 蘆兒

97．3％ ， 經塵兒 98 ．8％ に して 特別 な る差 異を認 め

す． 黄疸度 と分娩囘數と の 關係は 第 4表 の 如 し．

　　　　　　第 3節　黄疸出現 時期

　余 は分娩翌 日 を第 1 日と し， 第 9 日迄 の もの 154

例 に 就 き檢査 せ る も， 分娩直後 に無 く， 第 1 日工4．3

％ ，第 2 日 37％ ， 第 3 日 33　％ ，第 4 日 ユ0．4 ％ ，

第 5 日 5，2 ％ に して ， 第 6 日以後は認め ざ b き．

次 に黄疸串現時期 と黄疸度 とを 比較 せ る に 第 5 表

の 如 し．

　　　 、 　 第 4 節 黄疸持績期聞
』

　余 は入 院中黄疸 の 淌失 を 見た る 66 例 に就 き こ

の黄疸持績期間の成績 は第 6 表 の如 し．

　　　　　第 5 節　分娩經過と の 關係

　分娩持續時闇 と 黄疸度 と の 關係は第 7 表 の如

し．假死 血腫及び手争騨勺操作等 と責疽度 と の開

係は第 8表 の如 し．　　 ．　 ．　　 　
’

　n　 第 6 箚　發熱及 び臍脆期 との 關係

　發熱 と黄疸度 と の關係は第 9 衷の 如 し，

　臍脱 日の 判明せ る兒 130名に就 き， 第 2 日よ り

第 4 日迄を早期 と し， 第 5H よ り第 8 日迄を晩期

丶

．　　 覧

「「vに，岬　層帆ヤ叶璽1− 一 溶n酬聖郭鯲
N 工工

一Eleotronlo
　乱

1 ヒ
し要弓£￥．Se 汽黛去需
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　　第 6 表 黄疸持績期閻

　　　 持 繽 日 數 と 再 發

　　4〜 5 日（輕 　度〕　　．　
』
6 日（中等度）

　　8剛 9B （高　度）
　 　　 3 週

・1：亙 ろ は 稀有再發 を 見す

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 奄　　
’

　　　　　　　　　　
’
　　＿＿＿ ＿

「 厂
一＿

　 　 6・ v7 日（第 1度 ）　 9〜 10日（第 2 度）

　 18 〜 19“ （第 3度）　　 21 日（第 4 度）
　 　　 再發な む

　　　　　　　欝欝ドぜ
匝 ・ 壌 陲 2 度 陵 3 度

　 　 　 57．9　 　 　 　 　 　 　 　 39，1　　　　　 3．0

　 　 　 38．1．　 　　　 　　 　　 47．6　　　　　　14．3  

第 9表 　發熱 と黄疸度 と の 關係

43− 15

　　 上 述の晦牀的觀察に於 て ， 新産 兒黄疸は 98％ ，

；1

　飢 縦 兒 の殆 ん ど大多數 に 牌 し・ trSIJ・1：nt−一

丶

て は ，
Elsasser

，　Kehrer，　Po畢 k 響 は男性 に頻度

　 稍 主 大 な りと稱 しJ
・藤森， 中村， 若林等は 兩者 に 格

　 別 の差 な しと稱する も，余 は男性 に頻 変稍 k 大な

　 る結果 を得 ，　その程度 と性別 との聞には Opitzg）
，

・ Kehrer 等は男性 に 強度な りと し， 藤森は兩者間

　 に 差・別な しと し， 申村は女性 に稍 圭大な りとぜ る

　 も， 余の例 で 繭 性 に 私 強度 な る もの 吻 し一t

　 Kehrer，　 Ep1stein等 は初産 兒に 黄疽出現 頻度多

　 しと し， 中村 は之 に反 す．余 も中村同樣特別な る

　差異 を見す．Hilgenbergl中村等は 初産兒 に黄疸

　度 高く， 藤森は之 に反 し初産兒 に黄疸輕度 な りと
．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’　　す

　主張 レ，余 の 例 も藤森同樣な り．、黄疽出現時期は

　大體諸家の報告 とほ ∫ 一致 し，
・余の 例に於 て も分

娩後第 2〜3 日．に最大に し て
， 分娩直後と獅 日以

．後は認 め ざ りき．．次 に黄疸出現時期 と黄疸度 と の

　關係は ， 余の 知 る範團 で は 未 だ支 獻 に之 を見 ざる

も 余 の例 に於て 賦 鞘 塒 期 嬲 な るも興

難羅濕繰 購1
　も， 余 の 例 で は概ね黄疸度1三比 例す る もの S 如 し。

　Deluca
，　Kehres， 藤森i申村等 は分娩經過 困難 なる

　5の に 黄疽度強度な bと し ，
Sghulzlo）

，
　Hellmuth

，

　秋 山等は之 を否認せ 6
、
も， 余 の例で も分娩困難な

　る もの に章疸障強度な る もの多 きが如 し． 發熱に
・

・關係 あ りとする もの に Heynemann
， 中村等 ， 反

する もの 翫 b… him、・Hilg。 。b。，g 等 硯 藤

竈

4
　　 儚

斈／

鋤

報 ・
告 周

K
叩

5e

  ・ 腕 購輿、ぎτ
7映 飆

・Q… li・g 隈 ．噐驤r
Rung ・ 1・呪 ・日

・ ・n呻 ［・一・4 日

・・i… ner ・　1・邇臼以N
・・d・・一 ・・H 以内

川 柯 t第 2週判 f
− ■ 」 廴 ．

中　　村

筒　　井
　　　 6〜 7日 （第 工 凌） 10NllH （第 2 度）
　　　 第3 度は 退 院に よ り不 明再發な む

第 7 表 分娩持續時間 と黄 疸度 と の 關係
’

　一 疸 度

　　時　　 間
〜
＼

，　 ・6ee問以内 で絡了 の もの （％）

　20 時間以土 に 亙 る
・
もの （％ ）

第 8 表 　假死 ， 血胴匡及 び手術的操作等 と黄疸度 と 2）關係

P’

無 《 ％ 〉

有　 （％）

霈 奪 ・

喇・ ・

摩

畿
　

　

畩

）

）

　
第

％

％

（
　

（

有

無

44．839

．2　 ・

臍肬期 と黄疸度 と の 關係

t

ψ

第 1 度
．
第

・2 度

早 期 （％）1　46 ．6

晦 期 （％ ）［　
59・5

47．835
．7

と して黄疸慶 を比 較 せ し に第 10 表 の 如 し．

、　　　　　第 3章　小括竝 に結論

第 3 度 　 森 は發熱あ る もの に 黄 瘴度輕少なりとす る も厂 余
．

　 13．S　　　 の 例で は却 つ て 黄疸度強度 なる もの 稍 丈多 ぎが如
’

．．2．4　　　 し． 臍腕期 に就 て は藤森 は早期 な る もの に黄疸度

　　　　　　　稍 k 高度な る傾 向あ bと し，．余 の例 も同樣 な り．

　　　　　　　　以上 の臨牀的觀察 に よ り， 薪産艶黄疸は， その
「

第　3 度　　 輕度な る も∫q］）に 於て は ， 生後 2〜 3 日 に出現 し，
ト

lig　論鷲聯簾瓢と
1

、灘灘 1欝．

　 e　　　　 強度 に して， その 持績は極 め て長 く 3壕 4邇 或は そ

　　　　　．　 れ以 上 に も及 ぶ もの あ リジ
ー
後者は從來病的黄疸 と

　　　　　　　呼稱 され しもの な るが ， 果 して これ をして 崋理 的 ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tt　 ，　　　　　　　　　　　　 角　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 y

’

曝
へ

I

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 x．
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　 とな し， は た また病的 と見倣 す べ きか ，

°
此の 間解

　 明 せ られざる點尠 しとせ す．

　
‘

依 つ て余 は後編 に於て 詳細 に之等 を檢索 し， 本 ・

　 症 の本態 を明かに せ ん とす．
　 　 　 　 　 　

辱
　　　　 哩
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　　　 第 2 編 ・新産兒生理的萱疸の 淌長と體重 e

　　　　　　 竝に哺乳量 との關係に就て

　　　　　　　　 第 1章 緒　　言

　　 赫産兒生理 的黄疸に關 す る研究業績は 枚擧に い

　 と まな きも， 本疔 と體重間に 於はる關係 の調査 に

　 比 し，

・哺乳量に 就 きては從來餘 り重覗 せ られ ざり

　　しもの 5 如 く， その報皆 も亦極 め て尠 し．

　　 余は既に第 1編 に於 て 本症 の臨牀的觀察に 就 き

　 統計的 に之 を述べ る所 あ りた り。 本編 に於 て本症

　 と生下時體重間に 於 ける調査を行 うと共に ， 簧b
1

後の 體量の溝長竝 1三哺乳量就 中早期哺乳量と本症

　 とが如何 な る關係 を有 す るや に就 き， 肉眼的黄疸

　 度叉
一部 は血清 中の黄疸係數に よ り之等 を詳細に

　 檢討せん とせ り、．　　　　　　　 −　
sa

　　　　　　　　
・
第 2章 實驗材料

　　 肉眼的黄疸度に よる觀察は， 昭和 22 年 工2 月以

　、降 蹄 年 9 月迄約 10 カ 月闘に本院 に 於て 取扱 い た

　 る新産兒總計 452例 に就 き實施 せ り，黄疸係數 に

　　よ る觀 察は 昭和 23 年 7 月以 降 9 月迄約
i3ヵ 月間に

　 本院 に て 取扱 い た る 瓢産見總計 143例 に就 き實左琶
丶

　 せ ．5．　　　　　　　
一
　 ・

　　　　　　　　 第 3 章　實驗方法

　　 1． 黄疸度の標示

　　 肉眼的黄疸度 に よ る觀察は，第 1 編同様 Porak
　 　 　 　 　 t　　，
　 の 秀類法 に よ る，黄疸係數 に依 る觀察は ，

ACe 右e −　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

ロe1 ）法 に依 り黄疸係數 を求 め， その最高値を以 て

表示 せ り．爾詳細は後編 に ゆつ る．　　　　 ，

　 2 ． 體重測定

　 分娩直後及び毎朝沐浴時 （午前 8時 a》 9 時）定時

的 に測定す．

　 3． 哺乳量測定

　 毎 日哺乳前後必 す 毎囘體重測定 を行い補乳量を

合計 して 1 日量 と し， 娩出直後よ り第 7 日迄の各 ・

日．tに於 け る融重 lkg に封 す る補乳量を計出 し ， 更

に それの 平均 1 日哺乳量 を算出 し使用せ り．

　　　　　　　第 4 章　寶驗成績 、　　 t

　　　 第 1節　肉眼的黄疸度に よ る成績

　　第 順 輝 呪 黄疸 と髄 と の關係 蹴 て

　第 1 ． 生下時體重 と本症 と の 關係 、

　 薪産兒 工20 例 に就 き 生下 時體軍 と黄疸 に關 し表

、示 すれ ば第 1 表 の CM　1， 非黄疸兒及び黄疸第 3 度

兒例數極端に僅少に して 明瞭な らざるも， 正 の栢

關 ある もの S 如 き傾 同を認め得 べ し， 又表下部算

　　　　　　　　 第　 丶［　 表

　ψ

生 下時

體 　重

黄　　　疸　　　見
総 訐GodeNum

．
ber

　非
黄疸兒

π群）
　 0

（＋） （什） （冊
計（

騨 12 ・ 3 コ己

一・ ・ 182 　　 ・

li｝llilil

驪

2．02

，53

．03

．53
．51’
以 上

合 繃 數 1・ i56154［・ 1・・71 ・2・
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砺平均値竝 に

2）
危險度 5 ％ の 母 集團卒均 値の 存在

範圍 よ り見れ ば ， 非黄疽兒よ b黄疸（十 ）兒， 更 に

黄疸強度 を加 うる に從 い 體重甼均増大 し， あなが

ち偶然 の結果 と見 る に は餘 りに も
「
， その程度 に比

例 する を認 め得 べ し．依 つ て試み に 黄疸兒の 程度

別 に 甼均 値を比較 しその 差の 有意義な るや を檢 す

る ｝t， 黄疸第 1 度 と第 2 度 とに 於 では Fo ＝ 10・97

庫
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意差 をボす結果 を得た 壁・

第 2 項
．
辮 賦 疸 と哺乳量 との 關係 に就で

薙 兒 112例 に於 ける・翩 量 と 黄疸 に 蝣 琴示

す れば第 5 表 の 如 し． 例數少 きため明瞭とは 云 い

難 き も， 前 3 者 に比 し明か な る負め相矚を認 め得　　 、

’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　　　　　　　
’
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　　第 3 ， 盤 重恢復 日と本症 と の 關係

喝 縦 兒… 例 鯲 け・ 醤 腋 日 と黄疸蹴 き

　之 を表示 すれ ば第 4表 の 如 し． 前者同樣著明なら

　 ざる も僅か に正 の 網關 ある．s の s 如 き感あ り．表

　下 部算術 平均 値及び 危隨度 5 ％ の 母集團平 均 値の

　存在範圍を見 る に ， 非黄疸兒 に最 も少 く且 つ 黄疸

　（十 ）は （・H・）よ b一稍
．
曳恢復臼延 長せ 6・
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．
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r

「
減少 横 聯 3 度 に於 撮 も僅少 な り．之 を試ガ

　　 に 黄疸例 に就 き變動分析表 を作成 すれ ば第 6表 の

　　 如 く Fo＞ F に して有意差ある を示せ り．

　　　　　　　第 2節 黄疸鰍 に よ る成績 　
’

　　　 以 上 の如 く黄疸度に於 て の 生下 時體重 ， 其後の

　　體軍溝長及び哺孚瞳許の 關係1ま明か なる も， 更 に

　　
一部例に就 き血済 中の黄疸擁數 を測 定 し以 で 正確

　　 を期 した b．

　　　　．第 噸 茸疸係數 と體軍との 關係 に就て

　　　第 1・ 生下 時體重 と黄疸係數 との 關係 ・

　　　薯産卑37例 に 就 き生 下時體重 と黄疽係數 とご）關

　　係 を見rる に 第 7表 の如 し． 少數例 な るた め明瞭な

　　 らざ る も稍 St正な る相關ある もの S 如 し，

　　　　　　　　　　 第　　7e 　表

日本産科嬬人 科學會雜誌　第 1 卷　第2 號、

　薪産兒 34例 に就 き體重恢復 日 と 黄疸係數と の

關係 を表示 すれ ば第 9表 の 如 く， 渤者同樣僅少乍

ら正 の相關 の傾 向を認め得 べ し．
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　　　　　第 2 項
「

新産兒黄疸係數 と

　　　　　　輸乳量と の關係に就 て
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 が

　薪塵兒 36 例 に 就 き哺乳量 と 黄疸係數 との 關係

を表示 すれば第 10表φ如 し．前 3者 に於け るより

稍 i 明 瞭な る負の相關の 傾向を認 め得る．

　　　　　　　　第　　10　 表

翅

舗 例 數 1 ・ い i・5i ・・ 【・ 137
　第 2・ 體重減少率 と黄疸係激 と の 關係

　断産兒 36 例 に就 き體重減少卒 と費疸係數 との
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ろ
關係を見 る に第 8 表の如 く， 前者同樣稍 k 正 の柑

關 の 傾向を認 め うる一．
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第 3． 體重恢復 日と葷疸 係數 との 蘭係

’

　　　　　　第 5 章　小括竝に結論

　以上 の實驗成績 よ り， 生下 時體重 と黄疸 との 關

係は ， 肉眼的黄疸程度分類 に於 て は ， 非黄疸 兒は

黄疸兒1；Hlし生 下時體重概 ね小 な り． 而 し て 黄瘴
兒 に於 ては董疸程壌輕 き もの程 ， 體重小な る もの

稍 よ 多 き傾陶を認む． 黄疸係數 に就て も亦同鸛

概 ね係數小 な る もの 程生下時體重小な る もの稍 よ

多 き 傾 向を認む．

　YIPP6・3）
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沼 郡 24．年．8 月 1 日、

　生下時體重大な る もの稍 ≧黄疸少 く， 且つ 輕度な
．

　 りと主張 せ る も，
G叫 若林 醗

9’
黙 之 に反す・

　　
’
次 に 體重減少 率 と 黄疸 との關係に就 きて も亦 同

　 襍 に して ， 肉眼 的分類に於 て は ， 非黄疸兇は黄疸

　 兒に 比 し概 ね體重減 少摩小な b． 黄疸兇に あb七

　 は ， 黄齢 渡な

’
る も の 程體重減少di・J・ な 紬 の

　 稍 よ 多．き傾向を認む． 黄疸係熱に 就 て も同樣 ， 係

　．th小 な るもの程減少率小 な 多もの 稍 斗多 き傾 向を
1

　・認 む．

　　 Opitz… ， L ・nd ・i・
，
　H ・im・ti・ ，　H ・ffm ・i・・

，　K ・・

　 oe8en ，
　San4er ， 藤森， 中村等は體重減少轍 な る

　 もの に黄疸強度な りと主張せ る も，
Heynemann ，

　 Hilgenbe・ g 等 は之 を否認 せ b．

　　
’
次 に 體重恢復日と黄疸 と の 關係に就て も 同樣 に

　　し て ，．肉眼的分類 に於 て は ” 非黄疸兒は黄疸兒に
’

比 し體重恢復 軟 且 つ 黄疸 兒に 効 て は ， 黄疸輕

　 度な る もの 程恢復 日早 きもの 稍 k 多 き傾 向あ り．

　 黄疸係數に於 て も亦 同樣 ， 係數小なる もの程體重

　 恢復 日早 き
・
もの稍 S 多 き頓向を認 む・HoflmeieT ・

　 藤森等體重恢復口 の早 き もの 程黄疸輕度な りと主

　 張せ り．

　　哺箍 張 鉦 の 關係蹴 硯 るモ・1
’
肉目繭 恥

　 疸分類に於 て は ， 飾3者 1誹ヒし稍 i 明瞭に 現 わる．

　 皀口ち非黄瘴兒は黄疸兒に比 し哺乳量大 tl　Jして 且つ

　 黄疸兒に あ りては ， 黄疸輕度 な る もめ程哺乳量大
　　　　　　　　　し
　　な る も の 多 き傾向を認む． 黄疸係數 に就 きて も亦

　 同樣 ， 前 3 者 よ り稍 ） 明 瞭に 係數小な る もの 程哺

　 乳量大な る もの 多 き傾 向を認 む． 即 ち肉眼的黄疸

　 分類竝 に血 清黄疸係數 は共 に 哺乳量に於 て も戦き

　 關係を有す る L とを認 め得た り．　　　　　　　　　
・・

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 ＼

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 騨 　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 　　
」

．47 − 1，9

然 る に Sander
，
　Elly11）は 重詐新産兒黄疸 に於 、

て ， そに 哺乳量大な る に も拊らす ， 生理 的體重減

少の 最も強大除る は ， 水分供給め小なおた め なら

蝉 ろ紛 默 の 瀧 犂 鮴 する丶もの な りと主

張せ り．

　之 を要 する に 生理的 黄疸は Pt 生下 時體重の 小 な

る もの よ りは大 な るもの に や 、 強く覬 わ れ る こ ど

多 く， その 後の體重 の稍長 自口ち體重球少率 1廴ぴ輩

動 奘復 日に就て は ， 欖拶韈 の 發育 の 良V もの に

稍 A 輕度な る傾 向 を認 め得た b， 更 に之等體重の

漲 に最 も重大 な影響 鮪 ずる 孵 瞳 と の關係 に ．

就 て 見れば， 生下時體重 颯 三其 後の 體重 の淌長 に

於 ける もの よ りはや S 著明 な逆 の 相關の傾向を晝忍

め ， 哺乳量大な る もの程黄疸輕度なる傾向を示 す．．

從つ て新産兒早期哺乳量の 如何 が ，　そ の 發育 に 重．

靦ぜ ら6べ きは 勿論な るも， 他方新産兒生理 的黄

疸に 關 して も亦密接な る 關係 ある もの と云 うを得

べ し．　　 ．　 、　　　　　 、
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